
大浦光信と津軽氏  
～津軽藩発祥の地・種里城跡とその周辺～ 

 
鰺ヶ沢町教育委員会 中田書矢 

 

江戸時代を通じて本州北端の地域を領した弘前藩津軽氏の勢力の源流は、青森県鰺ヶ沢町から始

まったとされている。 

 延徳３年（1491）、下久慈（岩手県久慈市）の領主であった南部光信は、軍勢を率いて種里城（鰺

ヶ沢町）へ入部。後に一族は大浦氏として、津軽平野内陸部の大浦城（弘前市）を本拠とした。 

大浦光信― 津軽氏の始祖とされる人物であり、その後三代をへて、為信が大浦氏を継いだとい

う。この大浦為信がのちの津軽為信である。津軽氏の居城はその後、大浦氏時代の種里城・大浦城

から堀越城へ、そして弘前城へと移転した。津軽氏由緒の地である種里城跡は「津軽藩発祥の地」

とも呼ばれ、歴代藩主や地域住民により今日まで大切に保存されてきた。現在、弘前城跡・堀越城

跡とともに「津軽氏城跡」として国史跡に指定されている。 

遠く離れた横手市と鰺ヶ沢町であるが、近年の研究成果によると、そのルーツは金沢城（横手市）

の城主であった光信の祖父「金沢右京亮」につながるとされる。令和２年（2020）10 月７日、光信

公鰺ヶ沢町入部 530 年を記念し、光信公ゆかりの地である横手市・久慈市・鰺ヶ沢町・弘前市・黒

石市の首長が集い「歴史文化で結ぶ交流宣言」が行われた。令和新時代の新たな交流のステージに

向けて、横手地域の皆様とご一緒に地域の歴史を共有しあえる資産として、今日明らかとなってい

る種里城跡の実像やその歴史的意味についてご紹介したい。 

 

（１）下久慈とその周辺 

   元中８年（1391）に三戸南部氏が長久寺建立、久慈川河口の旧長久寺村（久慈市田屋町、 

新井田地区）が下久慈推定地とされる。蛭子神社棟札に「南部信濃守」。 

 

（２）種里城跡の実像 

主郭地区 独立した曲輪は主郭のみ。遺構変遷については大きく５期。最盛期となる第２期 

を中心に上段に大型掘立柱建物（城主の館）。下段には小型建物（家臣屋敷地か）。その後、 

遺物量は減少するが 17世紀初まで城館機能続く。 

城前地区 主郭直下において旧赤石川の河床礫と低湿地の状況を確認。 

城下地区 赤石川沿いの自然堤防上に沼状の埋没湿地、中世の井戸等を確認。 

   セツバヤシキ地区 主郭北側外郭の階段状の平場群。堀切などの囲郭なし。16 世紀末以降、 

主郭地区で遺物量が減少するのに対し、セツバヤシキ地区では増加。城館中心部が変化。 

   下門前地区 長勝寺（光信菩提寺）推定地。土塁・切岸で囲郭する平場群で堀切などの囲郭 

なし。主要平坦地の造成は中世とみられるが遺構・遺物の分布は僅かで生活感が薄い。 

上門前地区 下門前地区に比べて小規模な平場群。溝で区画された火葬骨群。集団墓地。 

 

（３）津軽藩発祥の地としての種里 

   光信公廟所の整備と変化する遺跡景観：16 世紀代～17 世紀初～18 世紀代、19 世紀以降。 

   津軽氏の聖地、慰霊祭、地域住民との関わりの中で。 
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●大浦光信（南部光信）と横手・久慈・津軽略史           津軽氏略系図［津軽一統志］他 
 

応永 18 年（1411）仙北刈和野で秋田安東某と南部守行が合戦［聞老遺事］ 

長禄 2 年（1458）南部三郎（金沢城主ヵ）が小野寺泰道を支配下におく［小野寺家系図］ 

寛正 6 年（1465）南部氏の馬の進上に対し小野寺氏合戦［蜷川親元日記］ 

寛正 6 年（1465）～応仁 2 年（1468）小野寺泰道が南部氏を破る［小野寺家系図］ 

［高屋豊前覚書］他 南部屋形次男左京亮が上久慈、三男右京亮が下久慈を領す 

金沢右京亮（家光）が仙北金沢で自害、大曲和泉守の助けで若君の 

南部右京亮（家信）が南部に逃れ本領下久慈に戻る 

文明 13 年（1481）「南部信濃守嫡之右京助久信」金峯山社壇建立［久慈市蛭子神社棟札］ 

延徳 3 年（1491）光信が下久慈より種里に入部、種里城に拠る［前代歴譜］ 

                 一丁田壱岐守信健、金備中、玉隈左衛門五郎、神丹波、小山内越前、 

         三上近江、黒土刑部、小山内勝健、大曲和泉等、総勢凡三百五十人 

明応 元年（1492）光信が赤石城を築く［前代歴譜］ 

文亀 2 年（1502）光信が大浦城を築いて嫡男･盛信をおく［前代歴譜］ 

永正 13 年（1516）「南部信濃守嫡之右京助種信」建立［久慈市御嶽神社棟札］ 

大永 3 年（1523）光信が種里八幡宮を建立［種里八幡宮棟札］ 

大永 6 年（1526）光信が種里城で死去（命日 10 月 8 日）［前代歴譜］ 

享禄 元年（1528）盛信が種里に長勝寺（光信菩提寺）建立［長勝寺並寺院開山世代調］ 

* * * 

天文 19 年（1550）為信が赤石城で生れる［歴譜］他←大浦四代為則の弟、武田守信の子 

永禄 10 年（1567）為信が大浦為則の婿養子となる［歴譜］他←大浦五代を継ぐ 

［系胤譜考］他 久慈平蔵、兄（信義）と不和にして久慈村を出奔して津軽に至り、大浦氏の養子となる 

元亀 2 年（1571）「南部之内信濃守信長」薬師堂西光寺建立［久慈市蛭子神社棟札］ 

天正 18 年（1590）大浦為信が豊臣秀吉より津軽領を安堵される 

天正 19 年（1591）久慈備前守直治が九戸城に籠城・処刑（九戸政実の乱） 

文禄 3 年（1594）為信（津軽藩祖）が大浦から堀越へ居城を移転 

慶長 16 年（1611）信牧（二代藩主）が弘前城に居城移転 

明暦 2 年（1656）黒石津軽家の成立（初代信英） 

* * * 

明治 18 年（1885）津軽承昭（十二代）東京移住後、初めての種里参拝 

明治 39 年（1906）津軽英麿（十三代）藩祖為信 300 年祭に際し種里参拝 

昭和 6 年（1931）津軽義孝（十四代）弘前、黒石、種里を訪問  

昭和 8 年（1933）種里城址碑建立 

昭和 39 年（1964）津軽華子ご婚約報告のため光信公廟所参拝 

昭和 51 年（1976）津軽藩発祥之地碑建立（光信公 450 年祭記念） 

昭和 63 年（1988）種里城跡発掘調査始まる（光信公の館建設に先立つ緊急調査） 

平成 元年（1989）鰺ヶ沢町町制施行 100 周年（光信公の館建設始まる） 

平成 2 年（1990）光信公の館建設。光信公銅像建立。入部 500 年祭 

平成 7 年（1995）津軽晋（十五代）当主となり初めて種里訪問 

平成 14 年（2002）種里城跡が国史跡となる（史跡津軽氏城跡） 

平成 30 年（2018）久慈市・鰺ヶ沢町が「歴史文化で結ぶ友好協定」締結 

令和 2 年（2020）入部 530 年記念事業「歴史文化で結ぶ交流宣言」 

肖像画「津軽先祖歴代絵像」より 
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                              津軽氏・大浦氏居城の変遷 

 

 

南部光信の種里入部と勢力分布図 

      （15 世紀後半～16 世紀前半） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡津軽氏城跡 堀越城跡・弘前城跡 位置図 

 

 

七戸口 

鹿角口 
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（御廟所） 

伝長勝寺跡 

城主の館 

家臣住居 

土塁 

家臣住居 

登り口① 

登り口② 

（登り口③？） 

（土橋？） 

堀 

赤石川の氾濫原 

「赤石組種里村御城跡之図」文化 15 年（1818）  原本：国文学研究資料館蔵 陸奥国弘前津軽家文書 

主郭の三方を堀がめぐり、東側には赤石川の旧河道とみられる部分が着色されている。郭内の平場や土塁の

描かれ方は、現在の地形に対比できる。また「下門前」「上門前」「寺ノ沢」の寺院関係地名が記されている。 
 

主郭の建物配置復元図（第２期：16世紀前半） 

主郭の虎口（出入り口）については、文化 15 年の城跡絵図にも描かれる現在の登り道の他、郭の東側斜面

から登る通路跡が発掘調査により確認されている。 
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第３期 

 

 

 

 

 

 

                         主郭地区の遺構変遷案 
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平安期の遺物分布（10 世紀後半～11 世紀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中世後期の遺物分布（16 世紀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中世末～近世初期の遺物分布（16世紀末～17 世紀初） 

1001ｇ以上 

501～1000ｇ 

101～500ｇ 

1～100ｇ 

51 点以上 

11～50 点 

6～10 点 

1～5 点 

51 点以上 

11～50 点 

6～10 点 

1～5 点 

下門前地区 

上門前地区 

主郭地区 

セツバヤシキ地区 
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